
 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茂原市リサイクル推進委員会会報 

 令和５年３月３１日発行  第６号 

日
頃
よ
り
本
委
員
会
の
活
動
に
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
総
会
を
書

面
開
催
で
行
い
、
学
習
会
は
対
象
者
を
限

定
す
る
な
ど
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
活
動

が
多
い
な
か
、
４
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

し
た
産
業
ま
つ
り
で
は
、
啓
発
物
資
を
来

場
者
に
直
接
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
の
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
に
戻
り
つ
つ

あ
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

や
ご
み
の
適
正
な
排
出
方
法
の
周
知
徹

底
を
図
る
た
め
、
「
ゴ
ミ
出
し
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
５
月

の
自
治
会
を
対
象
と
し
た
文
書
配
布
で

配
布
を
行
う
と
も
に
公
共
施
設
で
の
配

布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
三
役
に
よ
る
代
表
者
視
察
研
修

を
行
い
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
計
画
収

集
に
つ
い
て
、
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み

や
、
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
の

意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
今
後
の
廃
棄
物

行
政
に
生
か
す
活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。 

今
後
も
３
Ｒ
の
推
進
及
び
ご
み
の
減

量
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

茂
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会 

 

会
長 

露
﨑 

皓
久 

 
 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ぶ
（
理
事
学
習
会
）

会
長
あ
い
さ
つ

市
長
表
彰 

（
個
人
）
庭
田 

義
則 

様
（
五
郷
地
区
） 

 

市
議
会
議
長
表
彰 

（
団
体
）
パ
イ
オ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ 

様
（
新
治
地
区
） 

 

教
育
長
表
彰 

（
団
体
）
綱
島
子
ど
も
会 

様
（
五
郷
地
区
） 

茂
原
高
等
学
校
PTA 

様(

茂
原
西
部
地
区) 

 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会
長
表
彰 

（
個
人
）
北
木 

茂 

様
（
本
納
地
区
） 

 
 
 
 

糸
久 

享
市 

様
（
本
納
地
区
） 

白
土 

次
男 

様
（
二
宮
地
区
） 

 （
団
体
）
関
端
自
治
会 

様
（
東
郷
地
区
） 

三
井
化
学
社
宅
自
治
会 

様
（
東
郷
地
区
） 

千
代
田
町
自
治
会 

様(

茂
原
中
央
地
区)  

第
３１
区
千
沢
自
治
会 

様
（
豊
岡
地
区
） 

六
ツ
野
東
自
治
会 

様
（
東
郷
地
区
） 

第
２１
区
桂
自
治
会 
様
（
新
治
地
区
） 

上
茂
原
市
営
住
宅
自
治
会 

様 

(

茂
原
西
部
地
区) 

真
名
自
治
会 

様
（
二
宮
地
区
） 

鶴
枝
団
地
自
治
会 

様
（
鶴
枝
地
区
） 

本
納
川
間
自
治
会 

様
（
豊
岡
地
区
） 

 

令
和
４
年
１０
月
３１
日
（
月
）
茂
原
市
役
所
市

民
室
に
お
い
て
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
理
事
と

役
員
を
対
象
に
z

o

o

m
形
式
で
開
催
し
、

２０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
e

d

f
：
ア
ー
ス
ド
ク
タ
ー
ふ
な
ば
し
、
千
葉
県

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
、ち
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

パ
ー
ト
ナ
ー
３
号
の
阿
部
利
美
様
を
講
師
に
約

１
時
間
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
世
界
の
国
々
が
力
を
合
わ

せ
危
機
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、持
続
可
能
な
開

発
目
標
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
期
間
は
2015

年
か
ら
2030
年
ま
で
で
す
。 

具
体
的
な
数
値
と
し
て
、
１７
の
目
標
と
169
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
、
２３２
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
「
食
品
の
ロ
ス
の
削
減
」
に
つ
い
て
み

る
と
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
持
続
可
能
な
開
発

の
３
側
面
を
統
合
的
に
向
上
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、環
境
と
関
わ
り
の
深
い
ゴ
ー
ル
の
達
成
を

通
じ
て
、
経
済
・
社
会
の
諸
問
題
の
同
時
解
決
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
「

C

O

O

L 

C

H

O

I

C

E
」
と
し
て
、
C

O

2
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
削
減
の
た
め
に
、
脱
炭
素
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
「
製
品
へ
の
買
い
替
え
」「
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
」、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
」な
ど
、

日
々
の
生
活
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
「
賢
い
選
択
」

を
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
新
た
な
国

民
運
動
と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
々
の
生
活
の
中
で
即
実
行
で
き
る
も
の
が

多
く
、
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

  

回覧 

令
和
４
年
度
功
労
者
表
彰



新型コロナウィルス感染症により、令和２年、３年は活動ができなかったが、令和４年度は何

とかその間隙を縫いながら、又感染防止に配慮しながら、学習会を２回開催した。１回目は令和

４年４月１日施行したプラスチック新法を踏まえ、プラスチックリサイクルの講演を三井化学㈱

にお願いしたところ、会場の提供と共に講師の選定までお引き受けいただいた。１０月２８日、

茂原分工場の講堂にて、講師は同社のＯＢで日本プラスチック工業連盟の専務理事を務めていた

方である。その講義内容はプラスチックの製造に始まり、日本と世界のごみ処理の違い、海洋ゴ

ミ対策、リサイクル製品や様々な団体の対応など幅広く紹介いただいた。化学工業界の方が直接

市民に説明するのは初めての試みということでご迷惑をおかけしたが、業界あげて取り組む姿勢

を知ることが出来た。講師や分工場長及びスタッフの方々には、この場を借りて感謝する次第で

ある。２回目は、我々の身近なごみに関するもので、１２月４日、総合市民センター大ホールに

て、講師は長生広域市町村圏組合 環境衛生課にお願いした。最新の情報を含めて全般的に解説

いただき、ごみの減量が温室効果ガスの削減につながることまで説明いただいた。 

今後は学習会だけではなく、実際に行動することも含めて活動していきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行：茂原市リサイクル推進委員会 

事務局：茂原市役所環境保全課      ０４７５－２０－１５０４ 

令和４年１１月３日（祝・木）に茂原ショッピングプラザアスモ駐車場において、第３２回茂原

市産業まつりが開催され、当委員会より１２名が参加しました。 

当日は天候にも恵まれたため、約７，０００人の来場がありました。 

感染症対策として、参加する委員を役員及び各地区代表者１名に限定するとともに、従来実施し

ていたアンケート調査は行わずに啓発物資の配布のみとしました。 

啓発物資は、生ごみの減量や食品ロス削減について、水切りネットやマグネットメモ帳などの物

品と市の補助制度や当委員会の会報等の情報をまとめたものをセットにして配布を行いました。 

用意していた３３０セットの啓発物資は、予定よりもはるかに早い段階で配布終了となりました

ので、今後も継続して啓発活動をしていきたいと考えております。 

 

４年ぶりに対面での開催（産業まつり）

活動報告（茂原中央地区）

代表者視察研修及び長生郡市広域市町村圏組合との意見交換

令和４年１２月１３日（火）、３役による代表者視察研修のため、三役３名と事務局１名で松戸

市日暮クリーンセンター（以後センター）を訪問しました。プラスチックごみの処分は、全国的な

課題となっており、千葉県内で分別収集を実施しているのは６自治体のみです。松戸市は、プラス

チックごみの計画収集は週１回実施しており、センターに集められたものは、破袋機や手選別を経

て圧縮梱包された後、再商品化事業者への引き渡しや、焼却施設などに搬出されています。 

令和４年１２月２０日（火）プラスチックごみの計画収集等についての意見交換のため、長生郡

市広域市町村圏組合（以後広域組合）に三役２名と事務局１名で訪問しました。松戸市の取り組み

を報告するとともに、広域組合で予定している収集の計画について話を伺いました。収集につい

て、収集日や予算などの多くの課題があるため、収集が実施されるまで時間がかかる見込みです。 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

リ
サ
イ
ク
ル
学
習
会 

ご
み
減
量
学
習
会 


